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経済のグローバル化の進展に伴い，社会の多言語化が引き起こされている。日本においても外国人登録者数は１０年
間で約１．５倍となり，多言語社会が現実のものとなりつつある。そのような状況のもと，文部科学省の施策によって
中国語や朝鮮語など英語以外の第二外国語を教える高校の数は増え，外国語教育の多様化が進んでいる。本研究では
このような社会変化に対応するために多言語運用能力養成を目指したマルチ・ランゲージ語彙学習教材の開発を行っ
た。開発した教材は，日常会話能力養成のための「日常生活語彙」学習用のカルタ教材であった。本カルタは，美し
い写真と付加的言語情報のある「絵札」，および多様なヒントを登載した「読札」が特徴である。教材には英語版，
中国語版，朝鮮語版，日本語版を作成した。また，楽しく，いつでも，どこでも外国語を学べるように，携帯型ゲー
ム機のPlay Station Portable（PSP）版の学習教材を併せて開発した。

With the advancement of ICT and transportation technologies, the world is now experiencing the progress of
globalization and multilingualization. As a result, the interest in and the need for multilingual education are in-
creasing. This paper describes the development of multilingual vocabulary learning materials to meet the needs of
a global world. The materials were first created in the form of‘karuta’, a traditional Japanese card game and later
adapted for PSP（Play Station Portable）, a handheld gaming device. The target words for this material emphasize
daily life vocabulary. They were statistically selected based on corpus linguistics techniques. Karuta is made up of
photo cards and reading cards. The reading cards include an extensive variety of hints about the target word
such as its size, color, shape, history, usage, habitat, etc. It was produced first in English and was translated into
Japanese, Chinese and Korean. The Japanese version is targeted to foreign students who live in Japan; the Chi-
nese and Korean versions will be useful in increasing foreign language courses at senior high school in Japan. PSP
learning material was also developed to meet the needs of mobile society. Learners can study foreign languages
anywhere and anytime in enjoyable way with PSP.

キーワード：多言語社会（multilingual society） 外国語教育（foreign language education）
カルタ（karuta cards） 携帯型ゲーム機（handheld gaming device）

１．はじめに

交通機関や通信手段が発達し，社会・経済のグローバ
ル化が急速に進展する今日，世界共通語である英語教育
への関心が高まっている。日本では，２００２年に文部科学
省が示した「『英語が使える日本人』の育成のための戦
略構想」の中で，「子ども達が２１世紀を生き抜くために
は，国際的共通語となっている『英語』のコミュニケー

ション能力を身に付けることが必要であり，このことは，
子ども達の将来のためにも，我が国の一層の発展のため
にも非常に重要な課題となっている」と述べられている。
この文言から，日本の学校教育における英語重視の姿勢
がうかがえる。
一方，社会・経済のグローバル化は多言語化を引き起

こす（山本・河原，２００７）。世界では多言語化する社会
変化の実態を受け入れ，外国語教育を通して言語・文化
の多様性を学ばせようという動きも強くなっている。
例えばEUでは，母語以外にふたつの言語を学ぶべき

として，早い段階から外国語教育を推進している。そし
てヨーロッパの言語教育・学習の基準を共通化するため

連絡先著者：

千葉大学教育学部研究紀要 第５７巻 ２５３～２５９頁（２００９）

２５３



に各国共通のカリキュラムのガイドラインとして「ヨー
ロッパ共通参照枠」と呼ばれるCommon European
Framework of Reference for Languages: Learning,
teaching assessment（２００１）を策定している。
多様な外国語学習への関心の高まりは隣国の韓国にお

いても認められる。韓国の高校では，英語に加えてさら
にもうひとつの第二外国語が必修であり，中学校では選
択必修となっている。つまり韓国では，中学校以降６年
間英語以外の第二外国語を学ぶ機会があるということで
ある（大谷，２００６）。
国際語と言われる英語を母語とする国においても外国

語教育を推進する動きは活発である。英国は，外国語教
育の必要性をあまり感じてこなかったが，近年外国語教
育に力を入れ始めている。１９６０年代初めには外国語を履
修する１１歳生徒は２５％に過ぎなかったが，１９８０年代に入
ると８０％を突破し，１９９２年からは義務教育の１１歳から１６
歳までの生徒全員に外国語を必修として課している（大
谷，２００６）。
オーストラリアでは，「遠隔教育」「アボリジニの教育」

と並んでLOTE（Languages Other Than English）と
呼ばれる「英語以外の言語教育」が特徴的教育として挙
げられる。オーストラリアの教育内容は州によってかな
り異なるが，現在，どの州においてもLOTE教育に対す
る積極的態度は共通している（岡戸，２００２）。
日本においても多言語社会や外国語教育に対する意識

は高まりつつある。平成１９年末の日本の外国人登録者数
は２，１５２，９７３人で，平成１８年末に比べ３．３％増であった。
これは１０年前に比べ４５．２％の増加で，１０年間で外国人登
録者数は約１．５倍になった（入国管理局統計）。
このような状況のもと，文部科学省は「高等学校にお

ける外国語教育多様化推進地域事業」を実施し，外国語
教育の多様化を支援している。その結果，第二外国語と
して中国語を教える高校は１９９５年の１９２校から２００５年に
は５５３校に増え，朝鮮語を教える高校は１９９５年の７３校か
ら２００５年には，２８６校に増加した（中央日報 ７／１１／２００７）。
日本の学校教育現場で進行する多言語化の実態に目を

向けると，外国人児童・生徒の数が増加している。文部
科学省の調査によると，公立の小中高校などに在籍しな
がら，日本語指導を必要とする外国人の児童生徒は２００７
年９月の時点で２５，４１１人であり，過去最多を更新した
（日本経済新聞 ８／２０／２００８）。日本語教育の充実が急
務となっていると言えるであろう。
以上のことから，世界は外国語教育の多様化と強化の

方向にあると考える。そこで本研究では，外国語教育に
対する今日的ニーズに対応するため，多言語運用能力を
養うためのマルチ・ランゲージ語彙学習教材の開発を目
指した。
教材開発にあたり，「外国語学習の根幹は語彙指導で

ある」といわれることから（Coady and Huckin, １９９７;
Read, ２０００; Thornbury, ２００２），本研究では語彙指導を
主な目的とした学習教材を開発した。また，外国人登録
者の第１位は中国（２８．２％），第２位は韓国・朝鮮
（２７．６％）という現状（入国管理局統計）および日本の
地理的要因を考慮して，教材には英語に加えて，中国語
と朝鮮語を作成した。併せて日本に在住する外国人子女

の日本語教育に資するため，日本語の語彙指導教材を開
発した。

２．マルチ・ランゲージ教材の開発

筆者らはこれまでに「生活語彙」「中学校基礎語彙」「大
学一般教養語彙」「ビジネス語彙」などの異なる目的の
英語語彙の学習教材を開発してきた（中條・西垣他，
２００４；中條・牛田他，２００４；中條・西垣・内堀他，
２００５；Nishigaki, et al,２００５,２００６；西垣他，２００７，２００８a，
２００８b）。今回開発したマルチ・ランゲージ教材はその
中から，学習者にとって必要度が高いと思われる英語・
生活語彙学習教材を多言語学習教材へと応用・発展させ
たものである。
本節ではマルチ・ランゲージ教材開発の基盤となった

英語・生活語彙学習教材に関して，一般的な語彙教材開
発の手順にしたがい，１）指導語彙の選定，２）教材開
発の方法，の順に報告し，最後に英語語彙教材をマル
チ・ランゲージ語彙学習教材へと応用した方法について
述べる。

２．１ 指導語彙の選定
文部科学省（２００３）の「『英語が使える日本人』の育

成のための行動計画」では，高校卒業段階の達成目標と
して「日常的な話題について通常のコミュニケーション
ができる」英語力を設定している。このことから多くの
学習者に共通する外国語学習の目標として「日常会話の
コミュニケーション力」がある。また，ビジネスや医療
など専門性の高い外国語運用能力を目指す学習者であっ
ても，日常会話の能力は不可欠である。
ところが，日常会話に必要な日常生活語彙は，学校の

英語教科書では圧倒的に不足している（中條・長谷川・
竹蓋，１９９３；長谷川・中條，２００４；長谷川・中條・西垣，
２００８）。つまり学校教育を通して生活語彙を学ぶ機会は
少ない。そこで本研究では，「使える英語力」の習得に
必要でありながら，学校教育では不足していた生活語彙
を学習するための教材を開発することとした。
生活語彙は英語絵辞書に多く含まれる（椎名・中條・

竹蓋，１９８８；橘高，２０００，松村；２００４）。そこで，英語
絵辞書２０冊を基にして絵辞書コーパスを作って分析し，
英語絵辞書の語彙リストを作成した（中條・西垣・内山
他，２００５）。さらに口語的要素を含めるためにCHILDES
子ども話し言葉コーパスから語彙リストを作成し，大人
の話し言葉（British National Corpusのspoken compo-
nent）の語彙と比較した。これらのデータを統計的手
法によって統合した上で，子どもの語彙として特徴度の
高い５，２５９語からなる生活語彙リストを作成した（Chujo,
Nishigaki, Utiyama,２００５）。
このリスト上位から５００語をLongman Lexicon of
Contemporary English （McArthur, １９８１）等を参照し
て，授業で使いやすいように意味領域ごとに分類し，
「子どものための生活語彙５００」（以下「生活語彙５００」）
として語彙教材作成のための基礎データとした（西垣・
中條・樫村，２００７）。
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２．２ 教材開発の方法
言語の習得にはアウトプット以前にインプットが不可

欠である（Dunkel,１９８６）。外国語の指導には音声イン
プットからの導入が望ましく，できるだけたくさんの音
声を聞かせたい。
さらに，入門期には聞いていれば自然と内容を理解で

きるようにして，無意識のうちに「わかった」という成
功経験を積ませるようにしたいことから（久埜，２００２），
単語の学習では，全体の文脈の中で学習者自身の力で意
味を理解させるwhole language approachの考え方に沿
うような指導を取り入れたい。

そこで，指導教材にはそのような語彙の学習を可能に
する日本の伝統的遊具であるカルタを活用した。通常カ
ルタには「絵札」と「読札」がある。本研究では独自の
絵札と読札を作成した。作成方法の詳細は本紀要第５５号，
第５６号に記したので（西垣・中條・樫村，２００７；西垣・
中條・カトウ，２００８a，b），本稿では概略を述べる。
２．２．１ 絵札
図１に絵札の例を示した。絵札の中央には写真を載せ

た。写真の下には「綴り」を示し，英語の文字に触れら
れるようにした。上部には，目標語の「上位概念」と「下
位概念」を示し，綴りの下には，目標語を含む「関連表
現」を載せた。
２．２．２ 読札
マルチ・ランゲージカルタの遊び方のひとつに，目標

語についてのヒントを聞いて，その答えとなる絵札を取
る活動，いわゆる“Three Hints Game”と呼ばれるク
イズがある。例えば，hamburgerでは，教師が図２に
示した読札から学習者の興味やレベルにあわせてヒント
を選び読み上げることができる。ヒントは目標語ごとに
２０個以上を作成した。
２．２．３ カルタの利点
上述したような絵札と読札を備えたマルチ・ランゲー

ジカルタは外国語学習に有効であると考えられる。表１
にはマルチランゲージ・カルタに対して期待できる外国
語学習の利点をまとめて示した。
絵札の利点
カルタのようなカード教材では，一般にイラストを使

用するものが多い。一方，マルチ・ランゲージカルタで
は色鮮やかな写真を使い，異なる年齢の学習者の興味を
引き出すようにした。これまでに行った英語版のカルタ
実践では，学習者の年齢を問わず「写真がきれいだった」
と高い評価を得ていることから，写真を使う効果は大き
いと考える。
また写真という視覚情報をとおして意味を示すので，

日本語に訳すことなく意味を理解させることができる。
さらに，日本のカボチャのイメージは深緑色であるが，
米国ではオレンジ色が多いことなど，言語による意味の
ズレや文化的なギャップを写真を使って示すことができ
る。
文字の提示は学習の早い時期から文字に対する興味を

図１ 英語カルタの絵札の例

図２ 英語カルタの読札の例

表１ マルチ・ランゲージカルタの利点
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引き出す。英語カルタの実践では，文字を学習する以前
の学習者においても「カルタ中の文字を読んでみた」と
いう報告があった。
絵札上部に示した上位概念と下位概念によって，こと

ばの階層性に注意を向けさせることができる。また，授
業運営の点からは，概念分類の表記は，カルタの選択や
整理の際に便利である。
カード下部に示した関連表現を利用すれば，目標語を

含む定型表現や応用表現を学んだり，目標語の意味ネッ
トワークを広げる活動などへと展開させることができる。
読札の利点
読み札にはひとつの目標語に対して約２０個のヒントを

作成した。ヒントを聞いて，それが何かを当てる“Three
Hints Game”では，学習者は絵札を取るために真剣に
英語を聞いて内容を理解しようとするので，必然性のあ

る聞き取り活動となる。初級用，中・上級用と異なる難
易度のヒントを作成したので，学習者の実態に合わせて
ヒントを選んで使える。またヒントの組み合わせを変え
れば，繰り返し何度でも使え，教科横断的な活動にも利
用できる。また，ヒント文が用意されていることから学
習者に与えるインプットの質を確保できる。

２．３ マルチ・ランゲージカルタへの応用
外国語学習の多様化という今日の教育的ニーズに対応

するために，本研究では上述の英語カルタをもとに，日
本で必要度が高い日本語，中国語，朝鮮語からなるマル
チ・ランゲージカルタへと発展させた。作成は情報通信
研究機構の協力を得て，英語カルタをもとに日本語カル
タを作成し，次に中国語と朝鮮語に翻訳した。作成した
４カ国語カルタの絵札の例を図３に示す。同じく読札の

図３ ４カ国語の絵札の例
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例を図４に示す。

３．PSP教材への発展

伝統的スタイルのカルタ教材は，日本の小・中・高の

学校現場で設備や場所を問わず，どこへでも持ち運びが
でき，気軽に広げて，個別学習，ペア学習，グループ学
習，一斉指導と様々な形態で使用できるので，学校現場
の実状に合致した，実用性の高い教材である。
一方で，ICTの発展の結果，どのようなメディアで外

図４ ４ケ国語の読札の例
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国語を学習するかという学習形態は学習者によって千差
万別である。そのような状況に対応するため，筆者らは
これまでにCALL教材，e-learning教材，携帯電話教材
を作成してきた。本研究ではあらたな試みとして，小学
生から成人まで幅広く人気が高く，画像・音声情報の提
示やモバイル性に優れるソニーの携帯型ゲーム機Power
Station Portable（以下，PSP）を学習メディアとして
活用するPSP版英語カルタを試作した。本節では試作し
たPSP版カルタについて述べる。

３．１ 基本動作と動作環境
図５にPSP版カルタの画面例を示した。PSP版カルタ

の基本動作は以下の通りである。
１ スタート画面をクリックするとゲームが始まる。
２ 次々とテンポよくヒント文が聞こえてくるので，
カルタの中から解答を選んでボタンを押す。

３ 正解の場合には，正解音で正解が知らされ，ス
タート画面に戻る。

４ 不正解の場合には不正解のブザー音が聞こえ，ス
タート画面に戻る。

５ 答え合わせの後には正解数が示される。
ゲーム画面のデザインおよび機能は，機器の扱いに慣

れていない学習者にも操作しやすいようにできる限り単
純にして，学習に集中できるようにした。聞き取るヒン
トの英文は自然な速さで，リズミカルに流れてくるので，
テンポよく学習が進められ，繰り返しても飽きない。ま
た，正解，不正解の反応は単純で，わかりやすく，明る
い雰囲気ものとし，飽きがこないようにした。
コンテンツはAdobeのFlushを使って作成し，Web

browserで動作させた。PSPにはUSB２．０の接続端子や，
IEEE８０２．１１b無線LANが標準装備されているので，
USBや無線ネットワーク経由で開発したソフトウェアや
データをダウンロードできる。教材の配信・追加・修正
が容易であるため，教育機器としての実用性が高いと言
える。
さらに，無線ネットワーク経由で，複数のPSPをネッ

トワークで結ぶと対戦型の学習が可能となる。PSPを活
用すれば個別学習だけでなく，ペア学習やグループ学習
など多様な学習形態が可能になることも期待できる。

４．ま と め

多言語化が進む社会の中，日本国内においても英語以
外の多様な外国語教育の必要性が高まっている。本研究
ではそのような時代のニーズにこたえるため，筆者らが
自主開発してきた英語語彙学習教材を多言語で学べるマ
ルチ・ランゲージ語彙学習用教材へと発展させた。また，
作成した教材を携帯用ゲーム機でも活用できるようにし
たPSP版語彙学習教材も併せて開発した。
開発したマルチ・ランゲージ教材は，日本語，中国語，

朝鮮語といった外国語のクラスで実際に試用し，その効
果を確認し，教材に改良を加えていきたい。また，現在
扱っている言語は中国語，朝鮮語，日本語であるが，日
本社会の外国人居住者の実態にあわせポルトガル語，ス
ペイン語，ベトナム語，カンボジア語などの教材も開発
し，外国人居住者の「母語維持教育」に活用できる教材
も開発したいと考える。さらに，今回開発した学習用
ゲームは１種類であるが，異なる形式の学習用ゲームを
開発していきたいと考える。
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